
高
浜
原
発
視
察

佐々木市長にまちづくりを問う

一般質問一般質問一般質問
9月定例会では、

15人の議員が一般質問を
行いました。各議員の
質問と理事者の答弁の
概要は次のとおりです。
（質問順に掲載）

一

般

質

問

　

福
島
原
発
の
事
故
を
受
け

て
原
子
力
に
代
わ
る
水
力
、
火

力
、
風
力
、
地
熱
や
バ
イ
オ
マ

ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
注
目
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
ら
の
今
後
の
有
効
な
活
用

が
必
要
で
あ
る
。

ペ
レ
ッ
ト
や
チ
ッ
プ
、
薪

な
ど
を
燃
や
し
た
と
き
に
出
る

二
酸
化
炭
素
は
、
そ
の
木
材
が

成
長
過
程
で
吸
収
し
た
も
の
で

あ
り
、
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素

の
増
減
に
影
響
を
与
え
な
い
。

ま
た
、
ペ
レ
ッ
ト
な
ど
は
森
林

の
副
産
物
を
原
料
と
し
て
い
る

た
め
、
木
質
資
源
の
循
環
利
用

に
貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
で
き

る
。

５
月
に
環
境
基
本
計
画
が

策
定
さ
れ
、ペ
レ
ッ
ト
や
薪
の
ス

ト
ー
ブ
、チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
の
普

及
に
努
め
る
と
あ
る
。

間
伐
材
な
ど
豊
富
な
森
林

資
源
の
有
効
活
用
を
図
る
た
め

に
、
ペ
レ
ッ
ト
や
薪
の
ス
ト
ー

ブ
、
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
の
購
入

に
助
成
制
度
の
導
入
を
。

　

助
成
制
度
は
重
要
な
要

素
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
動
向

も
踏
ま
え
る
中
で
対
応
を
検
討

し
て
い
く
。

　

日
吉
、
美
山
の
試
行
運
行

は
５
カ
月
が
経
過
し
た
が
利
用

重
要
な
施
策
と
認
識
、
対
応
を
検
討

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
等
購
入
に
補
助
金
を市長

小中

者
は
非
常
に
少
な
い
。
Ｐ
Ｒ
不

足
や
電
話
予
約
が
必
要
な
ど
高

齢
者
に
は
利
用
し
に
く
い
。支

所
や
JA
、
郵
便
局
、
診
療
所
な

ど
を
経
由
す
る
路
線
へ
の
思
い

切
っ
た
変
更
や
、
直
接
診
療
所

へ
行
く
福
祉
的
な
サ
イ
ド
か
ら

の
バ
ス
運
行
が
必
要
な
時
期
に

来
て
い
る
の
で
は
。

　

市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
べ
く
、
公
共
交
通
や
福
祉
と

し
て
の
そ
れ
ぞ
れ
の
移
動
手
段

を
勘
案
す
る
中
で
、
今
後
検
討

を
深
め
交
通
網
の
充
実
を
図
っ

て
い
く
。

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
対
応
す
る

お
年
寄
り
の
思
い
に
沿
っ
た
バ
ス
運
行
を市長

高野　

デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
日
吉
、

美
山
で
の
試
行
運
行
が
始
ま
り

５
カ
月
が
経
過
し
た
が
、
利
用

率
が
低
い
。
運
行
形
態
に
問
題

が
あ
る
と
考
え
る
。
よ
り
利
用

し
や
す
く
す
る
た
め
に
提
起
す

る
。

①
診
療
所
（
病
院
）
、
市
役
所

（
支
所
）
、
農
協
、
郵
便
局
、

商
店
街
ま
で
乗
れ
る
よ
う
に
、

運
行
エ
リ
ア
を
広
げ
る
。

②
家
か
ら
行
き
た
い
と
こ
ろ
ま

で
、
行
っ
た
先
か
ら
家
ま
で
と

い
う
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
に
す

る
。

③
予
約
セ
ン
タ
ー
は
少
な
く
と

も
旧
町
ご
と
に
設
置
す
る
。

以
上
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
を
高

齢
者
な
ど
交
通
弱
者
の
移
動
手

段
と
し
て
本
市
に
定
着
さ
せ
る

た
め
の
最
低
限
の
措
置
だ
と
考

え
る
が
。

　

現
在
試
行
運
行
中
だ

が
、
よ
り
よ
き
も
の
を
つ
く
っ

て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ

て
い
る
。
今
後
と
も
乗
っ
て
い

た
だ
き
や
す
い
よ
う
に
条
件
整

備
を
し
た
い
。

　

22
年
度
会
計
決
算
認
定
議

案
が
上
程
さ
れ
た
。
毎
年
必
ず

必
要
な
経
費
の
割
合
（
経
常
収

支
比
率
）
は
89
％
。
市
独
自
で

ま
か
な
え
る
収
入
（
財
政
力
指

南風クラブ

小中　　昭 議員

数
）
は
36
％
と
極
め
て
厳
し
い

状
況
で
、
合
併
後
10
年
間
特
別

に
認
め
ら
れ
て
い
る
合
併
特
例

債
も
ほ
と
ん
ど
活
用
で
き
な
い

状
況
。
財
政
は
好
転
す
る
気
配

が
な
い
が
、
今
後
の
見
通
し

は
。　

普
通
交
付
税
も
33
年
に

は
19
億
５
千
万
円
（
歳
入
の

10
％
）
減
少
す
る
と
の
試
算
結

果
が
出
て
い
る
。
ま
た
、
来
年

度
か
ら
一
括
交
付
金
制
度
が
導

入
さ
れ
、
さ
ら
に
悪
化
す
る
の

で
は
な
い
か
と
大
変
危
惧
し
て

い
る
。

日本共産党市会議員団

高野　美好 議員

デ
マ
ン
ド
バ
ス
運
行
の

　
　
　
　
　

見
直
し
を

合
併
し
て
も
財
政
は

　
　
　
　
　

好
転
せ
ず

会
を
持
つ
美
山
に
集
中
す
る

が
、
四
ツ
谷
・
佐
々
江
（
日
吉
）

や
竹
井
・
仁
江
（
園
部
）
で
も

取
り
組
ま
れ
て
い
る
の
で
支
援

し
て
い
き
た
い
。

　

市
道
路
路
線
廃
止
・
変
更

３
件
が
な
ぜ
今
な
の
か
。
内
林

小
山
東
町
線
の
開
通
時
に
整
理

さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
の
で

は
。
ま
た
、
道
路
台
帳
を
整
備

す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
未

登
記
の
市
有
地
の
整
理
が
間
に

合
う
の
か
。
で
き
な
け
れ
ば
計

画
的
に
整
理
す
べ
き
で
は
。

　

道
路
台
帳
は
今
年
度
と
来

年
度
で
整
備
す
る
が
、
そ
の
点

検
の
中
で
整
理
漏
れ
が
判
明
し

た
。
未
登
記
す
べ
て
を
２
カ
年

で
整
理
す
る
こ
と
は
困
難
だ
が

鋭
意
努
力
す
る
。

　

児
童
虐
待
の
件
数
と
動

向
、
認
定
方
法
は
。

　

22
年
度
末
で
47
件
。
発

見
・
認
定
は
学
校
や
保
育
所
、

保
健
師
に
よ
る
健
康
相
談
、
医

療
機
関
か
ら
の
情
報
提
供
を
元

に
把
握
し
て
ケ
ー
ス
会
議
で
確

認
し
受
理
し
て
い
る
。

　

廃
油
回
収
の
現
状
は
。
Ｐ

Ｒ
不
足
で
は
。

　

回
収
量
は
22
年
７
月
の
開

始
か
ら
こ
れ
ま
で
１
７
５
０

㍑
。
回
収
は
本
庁
、
各
支
所
や

小
山
西
町
、
美
山
町
の
振
興
会

な
ど
で
実
施
。
各
集
落
に
設
置

す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
お
ら
ず

量
も
少
な
い
。

　

４
号
庁
舎
の
太
陽
光
パ
ネ

ル
工
事
の
進
ち
ょ
く
状
況
は
。

　

設
計
が
終
わ
り
入
札
準
備

中
。
庁
舎
改
修
工
期
は
11
月
末

だ
が
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
は
１
月

中
旬
が
工
期
と
な
る
。
４
号
庁

舎
の
供
用
開
始
後
に
な
る
た
め

安
全
確
保
に
は
十
分
努
め
た

い
。

　

時
間
外
勤
務
手
当
が
増
額

さ
れ
て
い
る
が
。

　

人
事
異
動
に
伴
い
仕
事
に

慣
れ
る
ま
で
残
業
が
必
要
で

あ
っ
た
。
生
活
保
護
の
ケ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー
は
、
活
動
に
伴
う
報

告
の
事
務
作
業
な
ど
５
時
以
降

の
作
業
が
増
え
て
い
る
。
児
童

福
祉
費
の
児
童
相
談
な
ど
の
対

応
も
同
様
で
あ
る
。

８
月
５
日
、
議
員
全
員
で

関
西
電
力
高
浜
原
子
力
発
電

所
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
府
が
Ｅ
Ｐ
Ｚ
を

暫
定
的
に
20
㌖
に
広
げ
た
こ

と
を
踏
ま
え
、
議
会
と
し
て

原
発
の
現
状
を
把
握
す
る
た

め
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
発
電
所
の
長
谷

所
長
か
ら
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
事
故
を
踏
ま
え
た
安

全
向
上
緊
急
対
策
の
現
状
な

ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た

あ
と
、
実
際
に
敷
地
内
や
原

子
炉
建
屋
を
見
て
回
り
、
そ

の
後
、
質
疑
の
場
を
持
ち
ま

し
た
。
主
な
質
疑
は
次
の
と

お
り
で
す
。

り
づ
ら
い
。

　

安
全
性
を
ま
と
め
た
も

の
で
あ
る
が
、
専
門
的
過
ぎ

た
か
も
し
れ
な
い
。
折
り
込

み
は
行
政
と
協
議
し
て
行
っ

た
。

　

関
電
と
し
て
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
ポ
ス
ト
の
増
設
の
考
え

は
。

　

前
向
き
に
考
え
て
い

る
。

　

新
聞
に
折
り
込
ま
れ
た

安
全
対
策
の
報
告
書
は
分
か

　

市
民
は
不
安
や
戸
惑
い

を
感
じ
て
い
る
。
事
業
者
と

し
て
の
責
任
は
。

　

事
故
は
絶
対
に
起
こ
さ

な
い
。
安
全
対
策
と
し
て

５
０
０
～
７
０
０
億
円
を
費

や
し
た
。
今
後
も
情
報
を

オ
ー
プ
ン
に
し
て
対
策
の
強

化
に
努
め
る
。

　

今
回
想
定
外
の
こ
と
が

起
こ
っ
た
。
緊
急
対
策
の
現

状
を
み
て
不
安
を
感
じ
た

が
。

　

あ
く
ま
で
も
緊
急
対
策

で
あ
り
現
時
点
で
の
対
応
で

あ
る
。
今
後
、
恒
常
的
な
設

備
投
資
を
行
っ
て
い
く
。

　

事
故
が
起
こ
っ
た
場
合

の
報
告
の
仕
組
み
は
。

　

関
係
機
関
に
は
ま
ず
電

話
で
一
報
し
、
「
事
故
対
策

セ
ン
タ
ー
」
に
入
っ
て
も
ら

い
情
報
を
共
有
す
る
。
現

在
、
南
丹
市
と
は
協
定
が
な

い
が
今
後
の
協
議
と
な
る
。

　

ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
は
だ

れ
が
行
う
の
か
。

　

当
社
が
行
い
経
産
省
に

報
告
す
る
。
内
容
は
震
度
、

震
源
、
津
波
の
高
さ
、
強
度

な
ど
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
算

出
す
る
も
の
。
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◎
地
球
防
衛
宣
言
及
び
戦
争
の

　

な
い
世
界
実
現
の
為
の
陳
情
書

横
浜
市　

荒
木　

實

◎
原
子
力
発
電
に
依
存
し
た

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
見
直

　

し
を
求
め
る
意
見
書
採

　

択
を
求
め
る
陳
情
書

　
　
　
京
都
府
保
険
医
協
会

理
事
長　

関　
　

浩

◎
拡
大
生
産
者
責
任（
Ｅ
Ｐ
Ｒ
）

　

及
び
デ
ポ
ジ
ッ
ト
制
度
法
制

　

化
を
求
め
る
意
見
書
の
採
択

　
に
つい
て（
お
願
い
）

　
　
　

   

福
岡
県
筑
後
市
長

　
　
　
　
　
　
　

中
村　

征
一

　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か
３
名

陳
情
書
の
受
理

要
望
書
の
受
理

厚
生
常
任
委
員
会

全
議
員
で
高
浜
原
発
を
視
察

関
電
と
の
主
な
質
疑

活発な質疑が行われた

高浜原子力発電所




